
                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 
大島小学校だより 

第４２９号 

令和６年７月１０日 
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右
の
二
つ
は
、
以
前
私
が
意
味
の
違
い
を
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
子
ど
も
た
ち
に
使
っ
て

い
た
言
葉
で
す
。
小
説
や
漫
画
が
好
き
な
私
は
、
登
場
人
物
の
台
詞
か
ら
こ
れ
ら
の
よ
う

な
言
葉
の
使
い
方
や
意
味
を
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

 

物
語
の
主
人
公
は
、
チ
ー
ト
な
能
力
で
敵
を
蹴
散
ら
す
タ
イ
プ
、
訓
練
や
経
験
を
積
ん

で
試
練
を
乗
り
越
え
る
タ
イ
プ
、
仲
間
と
協
力
し
て
強
大
な
相
手
に
立
ち
向
か
う
タ
イ
プ
、

オ
ラ
オ
ラ
系
か
ら
オ
ロ
オ
ロ
系
ま
で
幅
広
い
で
す
。
こ
れ
ら
主
人
公
に
は
共
通
点
は
、
窮

地
に
陥
っ
て
も
決
し
て
諦
め
ず
、
ラ
ス
ボ
ス
（
最
大
難
関
）
を
倒
す
（
解
決
す
る
）
こ
と
で

す
。
稀
に
バ
ッ
ド
エ
ン
ド
も
あ
り
ま
す
が…

。 

子
ど
も
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
で
す
。
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
常
に

初
め
て
の
こ
と
や
今
の
自
分
の
能
力
で
は
で
き
な
い
（
分
か
ら
な
い
）
こ
と
に
遭
遇
す
る

場
所
で
あ
り
ま
す
。
上
手
く
で
き
な
く
て
当
た
り
前
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
「
無
理
」
「
嫌

だ
」
と
最
初
か
ら
逃
げ
た
り
拒
否
し
た
り
せ
ず
挑
戦
し
て
、
成
し
遂
げ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
挑
戦
と
い
う
意
味
を
も
つ
言
葉
に
「
ト
ラ
イ
」
と
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
あ
り
ま
す
。 

  
一
学
期
の
間
子
ど
も
た
ち
は
、
ト
ラ
イ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
思
い
切
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ら
思
い
の
ほ
か
手
応
え
を
感
じ
笑
顔
に
な
っ
た
こ
と

を
い
く
つ
も
経
験
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
た
ち
教
師
も
同
じ
で
す
。
こ
れ
は
学
校
の
「
基

礎
」
で
あ
る
保
護
者
と
地
域
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
で
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

夏
休
み
は
一
学
期
に
得
た
こ
と
を
「
整
理
整
頓
」
し
、「
基
礎
基
本
」
を
確
か
な
も
の
に

し
、「
ト
ラ
イ
」
と
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
す
る
の
に
絶
好
な
機
会
で
す
。
運
動
、
勉
強
、
芸

術
、
生
活
習
慣
や
人
と
の
接
し
方
の
改
善
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

   

１ 

整
理…

要
る
も
の
と
要
ら
な
い
も
の
を
分
け
、
不
要
な
も
の
を
処
分
す
る
こ
と
。 

整
頓…

要
る
も
の
を
使
い
や
す
い
よ
う
に
順
序
だ
て
て
配
置
す
る
こ
と
。 

 

基
礎…

物
事
の
土
台
と
な
る
も
の
。
物
事
の
支
え
と
な
る
一
番
下
の
部
分
。 

基
本…

物
事
の
本
質
の
最
小
構
成
。
判
断
、
行
動
、
存
在
の
よ
り
ど
こ
ろ
。 

 

ト
ラ
イ…

経
験
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
試
し
に
や
っ
て
み
る
こ
と
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ…

未
経
験
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
。
高
い
レ
ベ
ル
に
挑
戦
す
る
こ
と
。 

自然教室（高学年） 

鍵盤ハーモニカ教室（低学年） 

保倉川探検（中学年） 

第 1 回学校運営協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８・９月の予定 
＜ALTについて＞ 

 隔週の木曜日にニコラ先生の英語の

授業があります。大島小学校 3 年目と

なり、日本語がとても上手です。休み時

間は子どもたちとバスケットボールな

どをして遊んでくれます。 

 

＜学習情報指導員について＞ 

 月に３・４回竹内学習情報指導員

が勤務しています。子どもたちの

iPad を設定や入力の仕方を指導し

てくださっています。 

 

日（曜日） 学校行事等 

28 日（水） 

29 日（木） 

30 日（金） 

 

＜９月＞ 

２日（月） 

３日（火） 

４日（水） 

５日（木） 

10 日（火） 

 

13 日（金） 

18 日（水） 

 

24 日（火） 

25 日（水） 

30 日（月） 

２学期始業式（11:15 下校） 

発育測定 

上教大教育実習（～9/20） 

３・４年生 PTC 活動 

 

避難訓練、歯科衛生士高学年指導 

歯科検診 

クラブ活動（最終） 

委員会活動 

知能検査（奇数学年） 

防災キャンプ（高学年） 

読み聞かせボランティア（全校） 

第 2 回学校運営協議会 

人権を考える講話会（地域・保護者） 

MBK７（～9/30） 

遠足（給食あり） 

上越市親善陸上大会（6 年生） 

全校プール 

 大島小の水泳授業は全校で行います。低学年は浅いプール、中

高学年は深いプール。プール開きの 6 月 25 日は、気温水温共に

低くはなかったものの、風があったので水から上がると寒かった

です。「キャーキャー」「寒っ」と言いながらもニコニコ顔で水泳

授業に取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然教室 

 高学年児童は国立妙高青少年自然の家で宿泊体験活動をして

きました。妙高アドベンチャーというアクティビティはメンバー

全員が心を合わせないとクリアできません。そこは大島っ子。持

ち前のチームワークで次々と課題をクリアすることができまし

た。キャンプファイヤーは盛り上がりました。 

部落問題学習、人権教育 

 部落問題は、今なお残る差別問題です。上越市は部落問題学

習を中核とした人権教育に取り組んでいます。今年は、東頸中

学校区が連携して取り組んでいます。当校では、全学級で担任、

養護教諭、特別支援担当教諭がそれぞれの立場で人権にかかわ

る授業を行い、差別をしない許さない心を育てていきます。 


